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１．開催日時
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２．開催場所

３．国際会議報告
会議の概要

本国際ワークショップは，科学，技術およびそれらに関する教育

研究の発表会であり，事務局は日本とタイの研究者を中心に組織化

されていた．第一回目が昨年度の３月に宮崎（宮崎大学）で開催さ

れ，今回が二回目であった．第一回目から， 博士

（ ’ ，タイ）と湯地敏史

博士（宮崎大学）が中心となって運営され，筆者は

のメンバーである．協賛として，日本機械

学会，電気学会および日本産業技術教育学会からの支援を受けた．

参加者は日本およびタイの工学系研究者の他に，教育学部の技術

科・家庭科の研究者が含まれ，さらに学生・大学院生の参加も多数

を占めていた．参加登録人数は計 名ほどであった．発表分野は，

機械，電気工学の他に，工学教育，技術教育，家庭教育，環境など

の多岐にわたり，特にエネルギー教育・研究の発表が目立っていた．

講演形式は口頭発表（質疑応答を入れて 分間）とポスターセッ

ション（ 分間）であり，全講演数は 件であった．学生の参加

が多いことから，学生に限ったポスターセッションが企画されてい

た．参加登録者には， （ ）一冊と

その内容が入った 一枚が配布された．

なお，次回は 年度 月末に，タイのバンコク市内にて開催さ

れる計画であると の席上で発表された．

発表概要

筆者は，「

」

といったテーマで口頭発表 を行った．

図１は 法の模式図である．所定の 加

工条件から，純鉄（ ）の結晶粒径が  よりも小さく

なることが により観察された．このように強ひずみ加工によっ

て形成された は，バルク中に存在

する結晶粒界の体積が汎用材料よりも豊富に存在し，これまでの研

究から特徴ある性質が確認されている ．

本研究は， 結晶構造を有する純鉄に 処理を施したサンプ

ルの延性脆性遷移挙動調査（ 調査）に関するものである．比

較として同組成の純鉄に 冷間圧延を施したものを準備した．ま

た微小試験片に対応する小型衝撃試験装置を製作した．図２は

処理材の試験温度と衝撃値の関係を示した曲線である．一般的な延

性脆性遷移挙動を現さず，室温よりもマイナス ℃で靱性が向上

するといった結果を示した．靱性の逆温度依存が加工硬化能の変化

による な要因か，あるいはき裂先端周辺の損傷状況によ

る な要因かを突き止め，今後発現メカニズムを追求して

いく計画である．なお， 冷間圧延材は一般的な延性脆性遷移曲

線を示し， に準拠して求めた は ℃であった ．

講演後には靱性の逆温度依存性に関する議論や，今後 金属を

どのような商業利用に展開していくかなどの大変有意義な議論を

行うことができた．

図１ 法の模式図

図２ 処理材の衝撃値と試験温度の関係
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